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Ⅰ新技術の解説

１要旨

 発芽時期が早く生育が旺盛で、天蚕飼料樹に適するエゾノキヌヤナギの生育、増殖、仕立、施肥管理
等の栽培技術を確立した。

(1)
エゾノキヌヤナギの発芽開葉状況は7年間の平均で脱苞が3月16日と桑より早く、県北（梁川）の
山付け＊日の新梢長は約10cmであった（表１）。

(2) 増殖は簡単な古条＊＊挿し木で可能で、穂木はどの部位でも殆ど活着する（表２）。

(3) 古条挿し木法により、直接に樹園造成する方法も可能である（表３）。

(4) 株の支幹数は4～5本の支幹で1年目収量が多いが、その後の管理を考慮すると3本程度で良い
と思われる（表４）。

(5) 春発芽前の剪定時期は2月中旬～3月上旬まで実施すべきであり、遅くなると山付け時期の遅れ
だけでなく、収量にも影響する（表５）。

(6) 春発芽前の剪定法は支幹当たり古条3本を約15cmの高さで伐採する（表６）。

(7)
年2回飼育の場合、1回目の収繭直後に株整理するが、基部伐採せずに基部から約50cmの高さ
で中間伐採する（表７）。

(8)

施肥量は、年2回飼育では窒素で10a当たり30kg程度、年１回飼育の場合はそれよりやや少ない
20 kg程度が効率的と考えられた（表８）。なお、この樹園で飼育した天蚕は施肥量が多い程繭重、
繭層重がやや重かった。 
   注）山付け＊：天蚕の卵を飼料樹の枝に付けること。古条＊＊：前年伸長した枝

２期待される効果

 天蚕飼育用飼料の安定生産により天蚕の生産量を拡大することができる。  

３適用範囲

 天蚕飼育農家 

４普及上の留意点

 施肥時期は、桑園に準じて行うが、２回飼育では発芽前の剪定（春肥）後及び１回目収繭後（夏肥）
の２回に分施し、１回施肥では春肥のみの１回施肥でも良い。 
 樹園内に雑草が繁茂すると天蚕が雑草に営繭する場合もあるので、除草管理は徹底する。 エゾノ
キヌヤナギに発生する害虫は多数確認されたが、これらのうち、ヤナギアブラムシ、ゴマダラカミキリ、
アカマエアオリンガ、ヤナギルリハムシは多発して生育・収量に著しく影響する恐れがあるので、防除
に留意する。 
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